
認諾開聞閣
∴∴∴ ��� ／：＼／薄 ∴∴∴「亘∴“ ∴∴∴∴ �� �㌻　＼鉦1 

：∴ 〉 ＼＼／ミ∴＼㌶’ �∴ （ �∴∴∴∴∴ 　　、」 

、÷／宗 主iノ 十千 l詰／ ∴÷∴∴ ∴）i∵∴ 一∴∴言． �＄ ‡ ∴ 

、第1＿（‘＿高 　梨‘一 　二′諦〆／ i∴i帝 　京ノ 

〈i’型諒お産 

∴己二＿∵∴∴ 
／く＼「尋 

後列左から　田中さん、橋本さん、松本さん、中村さん、出口さん　　前列左から　竹内さん、福中さん、東田さん

翻約回偶へ

◎◎の
平成2年とぴうめ国体に

向けて着々と準備が進む

∴十　　　一「謡「∴ 繁々i⑩通貨高貴話芸青雲議芸巻／－ 　テーマセ二部うめ蟹聞当スローカツ一三二三一私ら／，∴i農工毛ミし－藤松と意力 

瞳、藍田l 
〔5月27日　実行委員会総会〕

町県民税（1期）の納期は、6月15日～30日です。お忘れなく



遠賀町役場は6月から 

第2・第4土曜日が 

休みとなりました 
ただし●火葬許可証の発行 

●戸籍届出書の受領 

●コミュミディセンター 

のご利用 

●中央公民館図書室の 

ご利用 

●各体育施設のご利用 

は、今までどおりです。 

（元年度閉庁土曜日） 

月 �第2土曜日 �第4土曜日 �月 �第2土曜日 �第4土曜日 � 

元年 6月 �10日 �24日 �11月 �11日 �25日 

7月 �8日 �22日 �12月 �9日 �23日 

8月 �12日 �26日 �2年 1月 �13日 �27日 

9月 �9日 �23日i �2月 �10日 �24日 

10月 �14日 �28日 �3月 �10日 �24日 

（2）

5
月
2
1
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、

「
第
9
回
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
育
成
会
は
、
最
近
の
無
職
少
年
に
よ

る
粗
暴
犯
・
凶
悪
犯
の
急
増
、
女
控
の
非
行

や
陰
湿
な
い
じ
め
な
ど
が
、
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
、
青
少
年
の
「
豊
か
な
心
」
を
育
て
る
こ

と
に
高
い
関
心
を
寄
せ
、
青
少
年
を
と
り
ま

く
「
環
境
の
浄
化
」
や
非
行
防
止
に
積
極
的

に
取
り
く
ん
で
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
こ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
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遠
賀
地
鶏

2
8
2
羽
配
布

今
年
度
か
ら
高
齢
者
生
き
が
い
対

策
の
一
つ
と
し
て
、
地
鶏
1
人
1
0
羽

（
5
0
日
雛
イ
サ
ブ
ラ
ウ
ン
）
を
残
飯

や
残
業
で
飼
育
し
て
も
ら
い
、
地
玉

子
や
鶏
肉
を
食
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
町
老
人
ク

ラ
ブ
を
通
じ
て
、
5
0
大
棚
羽
の
飼
育

者
を
募
集
し
た
が
、
最
終
的
に
は
、

5
0
人
で
縦
羽
の
希
望
者
と
な
り
、
早

速
5
月
1
8
日
雛
の
配
布
は
終
了
し
ま

した。残
り
2
1
8
羽
は
、
秋
娘
で
再
募
集
す

る
予
定
で
す
。
経
費
に
つ
い
て
は
、

2
分
の
1
を
町
が
補
助
を
し
、
3
年

間
継
続
し
た
事
業
と
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
課
（
農
政
商
工
係
）

5
月
幼
日
、
遠
賀
町

ふ
れ
あ
い
の
む
ら
づ

と
し
て
、
浅
木
小
学
校
の
校
庭
で

遠
賀
米
研
究
部
会
長
　
筋
田
端

之
氏
（
上
別
府
）
の
指
導
の
も
と
、

苗
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
り
の
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、

児
童
は
町
の
主
産
業
で
あ
る

農
業
の
大
切
さ
を
知
り
、
収

饗
の
よ
ろ
こ
び
を
実
感
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
輔
の
子
ら
」

木
々
の
み
ど
り
が
　
美
し
く
匂
い

五
月
の
陽
が
あ
ふ
れ
る

は
だ
し
の
子
ら
は
　
元
気
に
土
を
ふ
む

園
庭
に
で
き
た
　
円
錐
形
の
山
に

増
彊
藷
て

土
を
ふ
む
足
裏
に

健
康
そ
う
な
こ
え

（
南
部
保
育
園
）
　
は
だ
し
の
子
ら
は

元
気
に
土
を
ふ
む

心
地
よ
く
ひ
び
く

元
気
に
土
を
ふ
む

密いさ
」
と
い
う
時
に

な
た
は

消
火
器
を

使
え
ま
す
か

別
府
老
人
会

町
長
と
懇
談

別
府
老
人
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

5
月
1
9
日
に
別
府
公
民
館
で
町
長
と
の

懇
談
会
が
あ
り
、
活
発
な
御
意
見
・
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
他
地
区
の
老
人

会
の
皆
様
も
町
長
と
の
懸
談
の
御
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
御
気
軽
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

1
、
管
理
方
法
に
つ
い
て

㈲
消
火
器
は
目
に
つ
き
や
す
く
取
り

出
し
や
す
い
場
所
に
置
く

㈲
直
射
日
光
を
避
け
、
湿
気
の
少
な

い
場
所
に
置
く

㈲
使
用
後
は
忘
れ
ず
に
薬
剤
を
詰
め

替
え
る

㈲
購
入
後
5
年
を
経
過
し
た
消
火
器

は
、
点
検
を
受
け
る

2
、
殿
扱
い
方
法
に
つ
い
て

㈹
危
険
で
な
い
程
度
に
炎
に
近
寄
る

㈲
安
全
栓
を
抜
き
、
ホ
ー
ス
を
火
元

に
向
け
る

㈲
レ
バ
ー
を
握
り
、
掃
く
よ
う
に
火

元
全
体
を
包
み
消
火
す
る

※
　
慌
て
ず
に
取
扱
い
、
万
一
消
火
の

時
期
（
天
井
に
火
が
移
っ
た
時
）

を
失
し
た
ら
、
す
ぐ
に
消
火
を
や

め
避
難
す
る

み
な
さ
ん
も
一
度
使
っ
て
み
る
と

自
信
が
つ
き
ま
す
。
地
区
や
事
業

所
で
の
消
火
訓
練
に
進
ん
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
件
数
（
4
月
申
）
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園
閥
園
田

福
岡
県
保
母
試
験

●
試
験
期
日
　
8
月
2
日
㈱
～
4
日
回

の
3
日
間

●
場
　
所
　
第
一
保
育
短
期
大
学
お
よ

び
第
一
経
済
大
学

●
願
書
受
付
期
間6
月
9
日
陶
～
1
9
日
㈲

（
願
書
は
、
6
月
1
0
日
か
ら
役
場

福
祉
係
で
配
付
）

●
間
合
先
　
役
場
福
祉
課
福
祉
係

の

（

2

9

3

）

1

2

3

4

●
受
付
期
間
　
6
月
約
日
的
～
7
月
0
0
日
脚

（
申
込
書
は
、
6
月
的
日
か
ら

役
場
福
祉
係
で
配
付
）

●
申
込
み
・
間
合
先
　
福
岡
県
保
育
所

連
盟
（
福
岡
市
博
多
区
千

代
1
丁
目
2
－
2
）

＄

0

9

2

（

6

4

1

）

7

9

3

4

保
母
試
験
準
備
講
習
会

●
期
　
間
　
7
月
1
8
日
㈹
～
紗
日
出

の
1
2
日
間

●
場
　
所
　
第
一
経
済
大
学
記
念
厚
生

会
館

●
資
　
格
①
高
等
学
校
お
よ
び
同
等
以

上
の
学
校
を
卒
業
し
た
人

⑧
満
1
8
歳
を
過
ぎ
て
児
童
福

祉
施
設
で
3
年
以
上
児
童

の
保
護
に
従
事
し
た
人

●
受
持
料
⑤
全
科
目
1
万
2
千
円

⑨
一
部
科
目
・
4
日
以
上
8

千
円
・
3
日
以
内
1
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
（
希
望
者
）
　
6
千
円

毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

●
日
　
時
　
8
月
2
日
㈱
・
午
前
1
0
時

～
午
後
1
2
時
5
0
分

●
場
　
所
　
第
一
薬
科
大
学

●
受
験
資
格
　
制
限
な
し

●
筆
記
試
験
用
毒
物
お
よ
び
劇
物
に
関

す
る
法
規

㈲
基
礎
化
学

㈲
毒
物
お
よ
び
劇
物
の
性

質
、
貯
蔵
そ
の
他
取
扱

方
法

●
実
地
拭
鹸
　
毒
物
お
よ
び
劇
物
の
識

別
、
取
扱
方
法

●
提
出
書
籍
用
受
験
頓
の
証
明
写
真

●
受
験
手
数
料
　
6
、
0
0
0
円

●
受
付
期
間
　
6
月
1
9
日
㈲
～
2
3
日
㈹

●
提
出
・
向
合
先
　
遠
賀
保
健
所

⑮

（

2

0

1

）

4

1

6

1

年
寄
り
の
た
め
に
居
室
な
ど
を
増
築
ま

た
は
改
築
、
改
造
す
る
場
合
に
必
要
な

整
備
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
貸
付
限
度
額
　
脚
万
円

（
最
低
5
0
万
円
か
ら

1
0
万
円
き
ざ
み
で
脚

万
円
ま
で
）

●
利
　
息
　
　
年
3
パ
ー
セ
ン
ト

●
償
還
期
限
　
1
0
年
以
内

●
償
還
方
法
　
元
利
均
等
に
よ
る
月
賦

償
還

●
担
保
・
保
駈
人
　
担
保
は
不
要

連
帯
保
証
人
は
二
人

●
申
込
受
付
期
間

第
1
次
　
6
月
1
2
日
～
7
月
針
目

第
2
次
　
8
月
n
日
～
9
月
5
0
白

帯
3
次
　
1
0
月
日
日
～
日
月
5
0
日

●
申
込
み
・
間
合
先
役
場
福
祉
課
福
祉
係

㊨

（

2

9

3

）

1

2

3

4

候
補
者
に
つ
い
て
異
議
の
あ
る
組
合

員
は
、
六
月
二
十
九
日
ま
で
に
文
書
で

管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
者
　
役
場
福
祉
課
長

交
通
共
済
総
代
の
改
選

北
九
州
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合
（

通
称
　
交
通
共
済
）
の
遠
賀
町
総
代
候

補
者
と
し
て
、
里
山
積
市
民
（
新
町
）

と
小
野
邦
雄
氏
（
若
松
）
が
、
総
代
選

考
委
員
会
か
ら
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

自
作
の
お
盆
に
自
慢
の
料
理
を
並
べ

て
み
ま
せ
ん
か
。
簡
単
な
鎌
倉
彫
教
室

を
始
め
ま
す
。

●
日
時
　
1
月
1
日
か
ら
9
月
1
日
ま

で
　
計
8
回

毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0
時
か

ら
1
2
時
ま
で

た
だ
し
1
月
鉛
白
を
除
く

●
会
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
1
F

和
室

●
講
師
　
鎌
倉
彫
作
家

林
　
秀
頼

●
申
込
期
間6
月
1
0
日
出
～
6
月
柳
日
的

●
申
込
先
遠
賀
町
中
央
公
民
館

舘

（

2

9

3

）

1

3

5

5

老
人
居
室
整
備
貸
付

福
岡
県
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
お
年

寄
り
と
現
在
同
居
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
、
お

休
館
　
老
人
憩
の
家

補
修
工
事
の
た
め
、
し
ば
ら
く

休
館
い
た
し
ま
す
。

期
間
七
月
一
日
～
七
月
三
十
一
日

●
目
時
　
6
月
1
7
日
（
土
）
1
3
時
0
0
分
～

●
場
所
　
中
央
公
民
館
会
議
室

●
内
容
　
単
語
星
口
野
ケ
里
を
み
て

思
う
こ
と
」

吉
野
千
年

●
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

●
間
合
先
遠
賀
町
躯
土
文
化
研
究
会

館

（

2

9

3

）

1

5

3

9

図
書
室
ニ
ュ
ー
ス

●
一
般
図
書

芸
能
社
会
　
平
岩
弓
枝
善
　
読
売
新
聞
社

う
た
か
た
、
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ

吉
本
ば
な
な
看
　
福
武
書
店

残
像
に
口
紅
を筒
井
康
隆
著
　
中
央
公
論
社

徳
川
家
光
一
～
一
一
一
山
岡
荘
八
善
　
毎
日
新
聞
社

愉
楽
の
田
　
　
　
宮
本
港
書
　
文
芸
春
秋

罪
人
な
る
我
等
の
た
め
に

常
盤
新
平
著
　
文
芸
春
秋

土
星
を
見
る
ひ
と
　
椎
名
試
着
　
新
潮
社

女
が
振
り
返
る
昭
和
の
歴
史

上
坂
冬
子
著
　
中
央
公
論
社

人
麻
呂
の
暗
号
　
藤
村
由
加
書
　
新
潮
社

穫
ノ
木
古
墳
と
六
位
紀

黒
岩
重
富
大
和
岩
雄
書
　
大
和
書
房

白
寂
を
旅
す
る
人
々一
二
滴
哲
郎
著
　
新
潮
社

ア
メ
リ
カ
ン
・
タ
イ
ム

ボ
ブ
　
ク
リ
ー
ン
著
　
集
英
社

ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
教
室
－
～
五
朝
日
新
聞
社

よ
い
実
害
重
ね
る
い
美
容
室

斉
藤
真
範
看
　
健
友
館

プ
ロ
野
球
と
い
つ
も
、
－
↑
い
つ
も

青
木
一
三
着
　
ブ
ッ
ク
マ
ン
社

男
た
ち
へ
　
　
塩
野
七
生
著
　
文
芸
春
秋

あ
の
日
あ
な
た
は藤
堂
志
津
子
書
　
講
談
社

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト

高
木
佳
土
着
　
文
芸
春
秋

甘
え
ん
坊
カ
ン
タ
ー
タ
毛
利
子
来
著
　
新
潮
社

ひ
か
り
6
2
号
の
殺
意
西
村
京
太
助
著
　
光
文
社

ど
ろ
ん
－
」
遊
び
着
　
　
　
　
婦
人
生
活
社

や
さ
し
い
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

は
じ
め
て
の
台
所浅
田
峰
子
著
　
グ
ラ
フ
社
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クラウントゴルフのルール

第2章－競技に関する規則（2）

（第7条援助）
競技者は打つとき物理的援助、あるいは風雨の防護
を求めたり受けたりしてはならない。本条の反則は
1打付加する。

第8条球はあるがままの状態で競技する

球が長い草、または木のしげみなとの中にあるときは、球の

所在と自己の球であることを確かめる限度においてのみ，こ
れらのものにふれることができ、草を刈ったU、木の枝を折
ったりしてはいけない。本条の反則は1打付加する。

（第9条球の打ち方）
（1億投書が1打で球を2回打ったときは，2打と数える。

ただし、から振りの場合は打数に数えない。

（2）競技者は打つときに地面をしっかり踏むことはできるが

足場を木などで作ってはいけない。本条の反則は1打付加
する。

第10条紛失球とアウト球

球が紛失したり、コース外（みぞなどに落ちた場合）に出た
ときは競技者は1打付加し、動かしたその位置からできるだ
けポールに近よらないで、打球可能な箇所に球をおいて次の

打を行わなければならない。

第11条競技の妨げになる蹄

競技の妨げになる球は、一時的に取り除くことを要求するこ
とができる。取り除くのは∴球の持主が行う。その際、ホー
ルに対して球の後方にマークし取り除かなければならない。
ただし、30m以上のコースの1打目は除く。

ゲラウントゴルフ標準コース

占　　標準コ‾ス図（8和し）　□ 。ス，＿惑 ：：∴「： ：∴ 6スタート 

2ス某ト　　　50m　　　　言 

く備考）これはあくきてもーつの標準を示したにすぎない。場所の条件（こ応じてホ
ール鼓・距部等適切なコースを設定することが望ましい。

さあ〃これだけ知ればあなたも
グラウンドゴルフのプロフェッショナル

みんなをさそって
Lef’77y cround co〝

お問い合わせは、コミュニティセンター内体育振興係まで

℡（293）6525　なお、用具の貸し出しも行っています。

（5）

★　　　す　　ぼ　　月　　は　　あ　　パ　　ア　　ぼ 
て致乎　　　ぱ　　く　　夜　　ん　　つなオ　　ン　　く　● 

留は∴　己　纂：署　篤∴誹清やジ　富埋 
まま年　いがみタ豚わんなマ地妻 帯祭壇嘉…∋ぞ長詰諾需那馨墨 

得の　　僧　　福　　僧　　く　　峰　　研　i曹福 



緊急遭難場所（非常時の連続讃聖寵驚晋詣4）
英 �中 央 �広瀬 ��若 葉 ．∠ヽ 口 �松 ノ 本 �木 守 �旧 停 �東 町 �新 町 �遠 賀 Iii �老 良 �東 和 苑 �浅 木 �西 町 �上 別 府 �虫 生 津 �A 7 古 賀 �別府 ��田 園 �尾 崎 �鬼 津 �若 松 �島 津 �区 分 

蓉 ��道 官 �広 渡 ���������������千 代 丸 �別 府 

芙 �中 央 区 �道 �広 �若 葉 ム 口 �松 �木 守 ′ヽ �旧 �東 町 ′ヽ �新 �遠 �老 �東 �浅 木 ′＼ �西 �上 �虫 生 津 �今 �千 �別 府 ′＼ �田 �尾 �鬼 津 ′ヽ �若 �島 津 ノ＼ �第 1 �避 

蓉 ノヽ ��官 ノヽ �渡 ／ヽ ��ノ 本 ��停 ノ＼ ��町 ′＼ �賀 Iii �良 ′ヽ �和 苑 ��町 ノヽ �別 府 ��古 賀 �代 丸 ��園 �崎 ／ヽ ��松 ／ヽ 

公 民 �公 民 �公 民 �上、 民 �公 民 �公 民 �Zj 民 �上、 民 �二、 民 �ニヽ 民 �公 民 �上、 民 �公 民 �Z〕 民 �二、 民 �公 民 �公 民 �公 民 �公 民 �Zi 民 �集 会 Zミ �ム 民 �ム 民 �：公 民 �Z〕 民 �避 難 

館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �所 �館 �館 �館 �館 ��難 

遠 �遠 �遠 ��若 �遠 �遠 �老 �東 �遠 �遠 �還 �還 �遠 �西 �遠 �虫 �還 �遠 �老 �尾 �尾 �町 �町 �町 �第 2 避 難 �場 
賀 南 �賀 中 �貨 車 ��葉 ム Iコ ′＼ �賀 中 �賀 南 �人 憩 �町 公 �賀 中 �賀 中 �巽 南 �賀 南 �賀 南 中 字 校 �町 公 �賀 南 中 手 機 �生 津 ′ヽ �賀 中 ′ゝIC 子 校 �賀 中 �人 憩 の 家 �崎 公 �崎 公 民 館 �民 体 �民 体 育 館 �民 体 ��所 

中 学 校 �学 校 �学 校 ��Zj 民 館 �学 校 �申 子 校 �の 家 �民 館 �学 校 �学 校 �中 学 校 �中 学 校 ��民 館 ��：しく 民 館 ��学 校 ��民 館 ��育 館 ��育 館 

※第1避難は、部分的災害が発生した場合に、近くの公共施設などに一時収容する。

※第2避難は、遠賀川、西川堤防潅水、決壊など最悪の非常事態が発生した場合収容する。

（6）

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す

が
、
あ
な
た
の
水
害
に
対
す
る
備
え
は

で
き
て
い
ま
す
か
。

こ
の
時
期
は
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
ゆ
る
み
、
が
け
崩

れ
や
地
す
べ
り
が
発
生
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
災
害
は
思
わ
ぬ
所
で
発
生

し
、
わ
が
家
だ
け
は
安
心
と
楽
観
は
で

き
ま
せ
ん
。

遠
賀
町
で
は
、
梅
雨
時
期
の
水
害
を

防
ぎ
、
ま
た
住
民
の
板
書
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
た
め
、
各
関
係
機
関
が
集

ま
っ
て
水
防
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
。

災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
緊
急
避
難
場
所

は
、
あ
な
た
の
家
庭
で
も
．
い
ざ
〟
と

い
う
と
き
に
備
え
て
話
し
あ
っ
て
お

き
、
あ
わ
て
ず
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

点
検
の
ポ
イ
ン
ト

▼
家
の
周
り
の
排
水
路
に
つ
ま
り
は
な

▼
家
の
周
り
に
が
け
崩
れ
の
恐
れ
は
な

▼
塀
や
看
板
な
ど
倒
れ
や
す
い
も
の
は

な
い
か

▼
屋
根
瓦
に
割
れ
や
、
ず
れ
は
な
い
か

▼
窓
や
両
肩
は
完
全
に
し
ま
る
か

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

▼
停
霞
に
備
え
懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
す
る

▼
貴
重
品
や
医
薬
品
を
ま
と
め
て
お
く

▼
避
難
場
所
を
家
族
で
確
認
し
て
お
く



夫婦で子育て

（7）

東
京
都
立
大
学
教
授
・
心
理
単

記
　
摩
　
武
　
俊

世
界
の
中
で

日
本
の
子
供
は

一
番
働
か
な
い

と
い
わ
れ
ま
す

こ
の
こ
と
は
家

の
外
で
花
や
雑

貨
を
売
る
と
か

観
光
客
に
み
や

げ
物
を
売
る
と
い
う
よ
う
な
家
計
を
助

け
る
た
め
の
労
働
を
し
な
い
、
と
い
う

意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
の
手
伝
い

を
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

便
利
な
家
庭
生
活
用
品
が
普
及

に
な
る
こ
と
を
す
る
喜
び
を
覚
え
る
た

め
に
も
手
伝
い
は
必
要
で
あ
る
と
私
は

思
い
ま
す
。
親
が
自
分
で
や
る
の
か
面

倒
な
こ
と
を
子
供
に
や
ら
せ
る
手
伝
い

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
を
捨
て
る
、
新
聞

を
取
り
に
行
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で

す
。
無
意
味
な
こ
と
で
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
工
夫
と
配
慮
を

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

達
成
感
と
い
う
の
は
「
で
き
た
」
と

い
う
菖
び
で
す
。
こ
れ
が
得
ら
れ
る
の

は
、
容
易
に
造
作
な
く
で
き
ろ
こ
と
を

困
難
で
す
が
、
近
所
の
店
に
買
い
物
に

い
く
、
列
車
の
指
定
券
を
駅
で
買
う
、

公
立
の
図
書
館
に
行
っ
て
本
を
借
り

る
、
電
話
で
家
族
旅
行
の
た
め
に
ホ
テ

ル
の
予
約
申
し
込
み
を
す
る
、
な
ど
い

ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
。
励
ま
し
て
や

ら
せ
、
う
ま
く
で
き
た
と
き
に
誉
め
、

子
供
の
心
に
成
長
感
を
自
覚
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
あ
る
町
角
の
風
景
で

す
。
ポ
ス
ト
の
前
で
、
は
が
き
を
持
っ

た
四
つ
く
ら
い
の
子
供
が
つ
ま
先
で
立

ち
、
手
を
伸
ば
せ
る
だ
け
伸
ば
し
て
投

か
ん
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ば
で

母
親
が
じ
っ
と
見
守
っ
て
い
ま
す
。
や

っ
と
届
い
て
は
が
き
が
入
り
、
子
供
は

母
親
を
見
て
に
っ
こ
り
と
笑
い
ま
し

た
。
達
成
体
験
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う

な
こ
と
を

し
、
亀
化
が
進
ん
だ
た
め
に
、
お
お
手
伝
い
を
通
し
て
達
成
体
験
を
　
霊
で

ふ
ろ
を
た
く
、
燃
料
を
拾
い
集
め

る
、
調
理
を
手
伝
う
と
い
う
仕
事
が
な

く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
子
供
に
手
伝
っ

て
も
ら
う
と
、
後
始
末
が
大
変
だ
と
か

手
伝
う
蝦
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
時
聞
、
勉

強
し
て
ほ
し
い
と
い
う
親
も
い
ま
す
。

し
か
し
達
成
感
を
体
験
し
て
自
信
を

つ
け
る
た
め
に
も
、
家
族
の
た
め
に
自

分
も
役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
連
帯
感

を
も
つ
た
め
に
も
、
ま
た
、
人
の
た
め

や
り
終
え
た
と
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

着
手
す
る
前
に
多
少
の
不
安
や
た
め
ら

い
が
あ
っ
た
り
、
や
っ
て
い
ろ
途
中
で

努
力
や
緊
張
が
あ
っ
た
場
合
で
す
。
そ

の
子
供
の
年
齢
か
ら
考
え
て
少
し
難
し

い
と
思
わ
れ
ろ
こ
と
、
そ
の
子
供
に
と

っ
て
初
め
て
の
こ
と
を
苦
労
し
て
遂
行

し
た
場
合
で
す
。
年
齢
に
よ
っ
て
違
う

の
で
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
示
す
の
は

お
ん
が
短
歌
会
謙
茸

兄
の
限
り
三
里
松
原
続
き
い
て

磯
辺
の
砂
に
映
え
て
明
る
し

天
に
向
き
純
白
の
花
咲
き
盛
る

こ
ぶ
し
一
樹
の
め
ぐ
り
明
る
し

た
め
ら
い
て
切
り
出
す
話
の
手
応
え
に

心
お
の
ず
と
明
る
く
な
り
ね

生
垣
の
ま
さ
木
の
新
芽
萌
え
た
ら
て

溶
薫
多
き
を
朝
あ
さ
掃
き
ね

朝
日
さ
す
田
の
面
に
霜
の
煙
め
き
て

下
な
る
革
は
一
き
れ
青
し

河
中
　
請
書
　
選

木
　
原
　
イ
ノ
エ

大
　
場
　
房
　
江

高
　
崎
　
佳
　
子

広
　
田
　
マ
ツ
ヨ

大
　
場
　
ト
・
ン
、
・
、

遠
賀
俳
友
句
会
抄

●
家
族
や
仲
間
に
広
め
よ
う
・
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
は
S
O
S
の
合
図

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
は
障
害
を
も
つ
人
が
困

っ
た
と
き
の
合
図
　
－
　
い
ま
、
障
害
者
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
求
め
ろ
「
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
運
動
」
が
全
国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す。
こ
れ
は
、
心
臓
や
腎
臓
な
ど
に
障
害
を
も

つ
人
や
、
目
や
耳
が
不
自
由
な
人
が
、
外
出

先
で
何
か
困
っ
た
と
き
、
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ

雰
患
っ
て
助
け
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
運
動
の
主
唱
者
は
福
島
県
の
工
芸
家

・
宇
野
弘
信
さ
ん
。

現
在
も
、
一
触
即
発
の
心
臓
を
抱
え
な
が

ら
、
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
運
動
を
広
め
る
全
国

行
脚
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

池
田
　
幸
利
　
運

天
地
の
模
糊
の
な
か
よ
り
夕
雲
省

迫
　
田
　
　
　
勉

由
る
た
び
花
盛
り
あ
が
る
道
路
鏡

三
　
村
　
妙
　
手

八
重
桜
小
雨
の
中
の
民
約
繋

松
　
本
　
み
ち
え

湯
上
り
の
袴
ゆ
る
や
か
に
春
灯

小
　
野
　
多
恵
子

花
屑
と
な
り
ゆ
く
と
き
を
ひ
か
り
つ
つ

柴
　
田
　
と
も
子



平成元年度献血実施日

実　施　日 �時　　間 �場　　所 

6月21日（水） �10時～16時 �遠賀町役場前 

9月21日（木） �∴ �∴ 

12月21日（木） �∴ �∴ 

3月20日（火） �∴ �∴ 

剛できる人は＋
●年令＝満16歳一滴64歳までの方

●体重＝200mQの献血

・・男子45的、女子40的以上

400mQの献血・成分採血
・男女とも50的以上

・血旺億嵩二器
●比重＝血液比重1052以上の方

（血小板成分採血のみ1053以上の方）

回国園田〇四回四囲田園

ナ寸書　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

日印r∴∴∴∴玉串世評印

すコ9　　　　　　　15‥謄

持］抽神　主請柵Hs

購神栖114軸

三朝枕や∴∴白日BPM

冷牟田印刷合資会社（8）印　刷福岡県遠賀郡遠賀町役場　　編　集　企画調整係発行所

妊

　

婦

　

相

　

談

●
日
　
時
　
6
月
飾
日
（
月
）

1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

●
場
　
所
　
役
場
保
健
室

0
　
歳
　
児
　
検
　
診

6
月
5
0
日
（
金
）

受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

検
診
　
1
3
時
0
0
分
～

中
央
公
民
館

昭
和
6
3
年
7
月
～
1
2
月
生

ま
れ
の
乳
児

診
察
、
身
体
測
定
、
保
健

指
導
母
子
手
帳

無
料

日
本
脳
炎
予
防
接
種

6
月
0
0
日
（
金
）
ま
で

町
内
の
各
病
院
及
び
医

院各
病
院
、
医
院
の
診
療

時
間
内

3
歳
以
上
の
希
望
者

櫛
蔑
以
上
は
1
回
に
つ

き
8
1
0
円

印
鑑
中
学
生
以
下
、
生
活
保

し
の
び
よ
る
苑
の
影
－
高
血
圧

一
般
に
高
血
圧
は
年
を
取
る
に
つ
れ

て
高
く
な
り
ま
す
が
、
最
高
血
圧
脚
部

耽
以
上
、
あ
る
い
は
最
低
血
圧
9
5
調
唯

以
上
の
場
合
に
高
血
圧
と
言
い
ま
す
。

た
だ
し
、
血
圧
は
寒
冷
や
精
神
的
な
緊

張
な
ど
に
よ
っ
て
一
般
的
に
高
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
一
回
の
血
圧

測
定
だ
け
で
は
確
実
で
は
な
く
、
三
回

以
上
の
異
な
っ
た
機
会
に
測
定
し
た
血

圧
が
常
に
先
の
条
件
を
満
た
し
た
場

又
高
血
圧
症
の
如
％
は
、
啓
血
管
狭

窄
や
腫
瘍
等
は
っ
き
り
し
た
原
因
が
あ

っ
て
起
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
そ

の
原
因
を
と
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

血
圧
も
安
定
し
ま
す
の
で
、
血
圧
が
高

け
れ
ば
や
は
り
医
師
の
指
示
を
受
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
又
残
り
の
0
0
％
の

高
血
圧
旗
は
本
態
性
高
血
圧
癒
と
言
っ

て
、
原
因
が
よ
く
判
ら
な
い
も
の
で
す

が
、
こ
れ
は
血
圧
を
い
つ
も
正
常
近
く

合
に
の
み
、
は
じ

め
て
高
血
圧
症
と

診
断
さ
れ
ま
す
。

血
圧
が
高
い
と
肩

こ
り
、
頭
重
感
、

め
ま
い
等
の
症
状

を
伴
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
む
し

ろ
、
症
状
の
な
い

場
合
の
方
が
多
い

よ
う
で
す
。
粛
血

に
上
手
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
、
先

程
言
っ
た
よ
う
な

病
気
を
引
き
起
さ

な
い
よ
う
に
治
癒

を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の

為
に
は
生
活
調
整

と
お
く
す
り
を
の

む
事
が
治
療
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま

圧
が
怖
い
の
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
、

動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
脳
出
血
、
脳

梗
塞
、
心
筋
梗
塞
や
腎
不
全
か
ら
尿
毒

症
又
心
臓
の
負
担
が
高
く
な
る
た
め
に

心
不
全
症
に
も
陥
り
、
と
り
返
し
の
つ

か
な
い
重
篤
な
病
気
を
密
か
に
進
行
さ

せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
高

血
圧
は
早
期
発
見
、
早
期
清
原
が
大
切

で
、
四
〇
才
を
過
ぎ
た
ら
症
状
が
な
く

て
も
定
期
的
に
血
圧
を
測
定
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

す
。
ま
ず
生
活
調
整
は
、
一
回
1
～
8

g
の
食
塩
制
限
、
肥
満
予
防
を
す
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
運
動
療
法
も

大
切
で
、
こ
れ
だ
け
で
血
圧
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
出
来
る
事
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
ら
の
事
を
実
行
し
て
も
尚
か

つ
血
圧
が
高
い
場
合
に
は
降
圧
剤
の
内

服
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
も
続
け
て
の

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
医
師
の
指
示
に

従
い
、
き
ち
ん
と
服
用
し
て
快
適
な
人

生
を
送
っ
て
下
さ
い
。


